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研究成果の概要（和文）：本研究は，教科教育学研究のパラダイムの多様性を明らかにすることを目的とする。
本目的を達成するために，世界22名の教科教育の研究者に対して，教育・研究観，社会的責任及びアイデンティ
ティについて聞き取り調査を実施した。その結果，研究者が開発・実践に関与する程度は，以下の状況と個人の
判断に依存することが明らかとなった。(a)教科指導の理念や方法の在り方をめぐる学術上の言説と現実の実践
との間に乖離があるかどうか，(b)研究者は教師教育 や調査・研究，組織づくりなどを通して間接的に教育実践
の変革を支援したいという目的意識があるか，(c)またそうする ことが自己の社会的責任として認知されている
か。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to clarify the diversity of the paradigm of 
the subject pedagogy research. In order to achieve this objective, we interviewed the 22 researchers
 in the world majoring in subject pedagogy about teaching and research philosophy, social 
responsibility and identity. As a result, it became clear that the extent to which researchers are 
involved in the society (curriculum development/school practice) depends on the following situation 
and individual perception. (a) Is there a divergence between academic theory over practice and 
reality of practice? (b) Does researchers have an intention that want to support the improvement of 
educational practices through his/her teacher education, research and social service? (c) Is it also
 recognized as his/her own social responsibility to do so?
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１．研究開始当初の背景 
本研究の代表者・分担者らは，これまで「社

会科教育研究・実践の改善に資する「研究法
ハンドブック」の日米共同開発（基盤Ｂ）」，
「発展途上国の持続的発展を担う次世代育
成システム改善に関する研究（基盤Ａ）」，「市
民性諸教科における教科書及び指導・評価の
一体化に関する国際比較研究（基盤Ｂ）」，
「「教科の指導法」を指導できる教師教育者
の養成・成長（挑戦的萌芽）」等に従事し，
アメリカ，イギリス，ドイツ，カリブ海地域，
中国・韓国の社会科教育研究者と交流を深め
てきた。 
上述の研究過程で直面した問題が，各国の

研究者が築いている概念体系や方法論の違
いだった。普遍的な価値観と手続きが共有さ
れているかに見える研究の世界にあっても，
社会科教育学研究のパラダイムには，「お国
柄」が認められる（『日本教科教育学会誌』
第 34 巻 3 号，第 35 巻 3 号）。各国のトップ
ジャーナルに掲載される論文の様式，教師教
育の基本理念はもちろん，現職研修や教育政
策への関わり方にも多様性が見られた。 
結果としてこのような教科教育学のロー

カリティーの壁が，研究者のグローバルな研
究とコミュニケーションを妨げることがあ
った。この経験は，社会科教育学のパラダイ
ムと研究者の社会的責任を問い直す重要な
契機となった。 
 
２．研究の目的 
本研究は，研究活動の国際比較を通して，

教科教育学の研究者が果たしている役割と
責任を解明することを目的とする。これまで
の研究から，世界の教科教育研究者には，「学
術研究」「教師教育」「実践支援」「政策立案」
への関わり方をめぐって，多様な思想と取組
があることが分かってきた。 
 本研究では，社会科教育ならびに市民性教
育の領域を中心に，各国の教科教育学の研究
者は①何のために，②何を研究し，③どのよ
うな方法で社会や教育現場に貢献しようと
しているかを明らかにする。 
 上の成果に基づいて『世界の教科教育学・
日本の社会科教育研究』を刊行し，我が国の
教科教育学の立ち位置と改革の方向性を提
言する。 
 
３．研究の方法 
本研究は，「教科教育学のパラダイムと社

会的責任」３か国の国際比較研究を，以下の
視点と方法で進める。具体的には次の三段階
でおこなう。 
（１）基礎調査 
各国の①学術研究，②教師教育，③社会貢

献（政策立案・実践支援）を担う機関を訪問
し，そこで教科教育学の研究者が果たしてい
る実務を中長期的に観察し，記録する。 
（２）データ収集と考察 
基礎調査の結果を把握するために，①につ

いては学会誌の動向とその変化の文献学的
調査を行い，研究のパラダイムマップを描く。
②③については教員養成と社会貢献の担当
者にインタビューと質問紙調査を行い，彼ら
の問題意識を再構成する， 
（３）成果のとりまとめ 
各国の研究者を招聘して国際シンポジウ

ムを開催する。「教科教育学のパラダイムと
社会的責任」をテーマに議論するとともに，
①②③の関係を総括し，その成果を出版する。
また①～③の成果を整理し，研究書を刊行す
る。 
 
４．研究成果 
（１）１年次 
① 各国の社会科教育研究者に対して，自己
の教育・研究観，社会的責任及びアイデンテ
ィティについて，聞き取り調査を実施した。 
米国から３名（トーマス・ミスコ，アリシア・
クロエ，エリザベス・ベロー），日本から４
名（匿名Ｓ氏，Ｙ氏，Ｈ氏，Ｋ氏）。  
② 各国の社会科教育研究者が教育・研究を
行っている社会的・文化的な状況について，
現地調査及び資料収集を行った。  
③ 調査結果を集約し，2016 年３月５日に大
阪ＣＩＣにおいて成果報告会を実施した。外
部から４名の評価者を招聘し，データの分 
析や意味づけについて意見を聴取した。本報
告会では，教科教育の研究者と教育現場との
関わり方には，個人の研究観と社会的文化的
な文脈に応じて量や質に差異が生じること
が確認された。 
（２）２年次 
① 各国の社会科教育研究者に対して，自己
の教育・研究観，社会的責任及びアイデンテ
ィティについて，聞き取り調査を実施した。 
米国から５名（キース・バートン，ブルース・
バンスレッドライト，ジェニファー・ジェー
ムス，ベス・ルービン，ソニア・ジェニス）， 
欧州から３名（アロイス・エッカー，ナンナ・
パースキ，シルパ・タニ），アジア・オセア
ニアから６名（リビー・タドボール，ナム・
ホヨップ，オ・ヨンジュ，コン・オヒョン，
沈暁敏，楊虎）。 
② 各国の社会科教育研究者が教育・研究を
行っている社会的・文化的な状況について，
現地調査及び資料収集を行った。  
③ 調査結果を集約し，2017 年３月４日に成
果報告会を実施した。外部から４名の評価者
を招聘し，データの分析や意味づけについて
意見を聴取した。 
本報告会では，以下の成果を確認した。教

科教育の研究者と教育現場との関わり方の
量・質は，以下の諸条件に左右される。(a)
教科指導の理念や方法の在り方をめぐる学
術上の言説と現実の 実践との乖離が指摘さ
れる状況があるかどうか，(b)研究者がカリ
キュラムや教材等の開発を通して能動的に
介入または先導したいという目的意識をも
っているかどうか，(c)またそれを発揮する



ことが自己の社会的責任として認知してい
るかどうか。言い換えると，(a)教科指導の
理念や方法の在り方をめぐる学術上の言説
と現実の実践との乖離が克服されていく状
況にあるかどうか，(b)研究者は教師教育 や
調査・研究，組織づくりなどを通して間接的
に教育実践の変革を支援したいという目的
意識があるかどうか，(c)またそうすること
が自己の社会的責任として認知されている
かどうか。 
（３）３年次 
 過去２カ年の成果を総括するために，2018
年３月４日に成果報告会を実施した。本報告
会では以下の成果を確認した。 
① アジアの研究者のアイデンティティを記
述・分類できた。韓国と中国の研究者は，い
ずれも日本での留学時代に体得した規範
的・工学的な方法論の影響を強く受けていた
点では共通する。一方で，母国の教育システ
ムとの関係で，(a)韓国の研究者は教師と密
接な関係を築き，現場の授業改善を通じて教
育改革を進めていたのに対して，(b)中国の
研究者は教育課程の策定に関わり，理想的な
教育活動を組み込んだ教科書の執筆と普及
を通して教育改革にコミットしていた。  
② アメリカの研究者のアイデンティティを
記述・分類できた。同一の研究系大学に勤務
する３人の研究者は，いずれも教職経験をも
ち，経験的・実証的な研究で学位を取得して
いる点では共通した。一方で，米国ならでは
の雇用契約に基づいて，(a)大学院における
論文指導等に専念する研究指導者，(b)史料
館と学校教育の協 働に関心を寄せて，教師
教育と研究の双方に関与する研究者，(c)学
校現場に駐在し，社会科教育の臨床的な指導
に従事する教師教育者，それぞれの社会的責
任の果たし方が認められた。  
③ ヨーロッパの研究者のアイデンティティ
を記述・分類できた。フィンランド，ノルウ
ェー，オーストリアの研究者は，いずれも地
理学や歴史学など 教科内容を専門的基盤と
していた点では共通する。一方で，勤務校の
要請や個人の信念に基づいて，(a)若者に関
する「研究」成果の社会的な発信に努める研
究者，(b)「教師教育」を通して社会的課題
の解決や啓発を図ろうとする研究者，(c)「管
理・運営」を通して教育や研究を組織化し，
それらを社会的な存在に高めようとする研
究者，それぞれの立場が確認できた。  
これらの結果から教科教育学のパラダイ

ムの教科教育学者の責任の果たし方の文脈
依存性と主体性を描き出すことができた。 
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